
        

先
達
の
方
々 

駅
逓
の
移
転
と
取
扱
人
（そ
の
２
） 

 

端
野
駅
逓
は
、
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
、

二
代
目
取
扱
人
斎
藤
嘉
藤
治
氏
に
よ
り
、
二
区

か
ら
緋
牛
内
（
現
在
の
国
道
三
九
号
か
ら
鎖
塚

に
到
る
市
道
（
端
野
町
）
五
一
号
線
交
点
附
近
）

に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
駅
逓
名
も
「
緋
牛
内
駅
逓
」
と
、
改

称
し
ま
し
た
。 

こ
の
移
転
は
、
美
幌
・
端
野
間
の
道
路
（
現

在
の
国
道
三
九
号
美
幌
・
端
野
間
）
が
、
前
年

の
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
開
通
し
、
中
央
道
路

と
合
流
し
た
た
め
で
す
。 

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
端
野
・
嘉
多
山
・
網

走
を
結
ぶ
中
央
道
路
（
現
在
の
道
道
網
走
端
野

線
）
と
、
端
野
・
美
幌
・
津
別
を
結
ぶ
道
路
が

合
流
し
、
従
来
の
中
央
道
路
だ
け
の
時
よ
り
も

通
行
量
が
増
大
し
、
地
域
開
発
が
急
速
に
進
展

し
ま
し
た
。 

こ
の
移
転
し
た
年
に
、
日
露
戦
争
が
勃
発
し

嘉
藤
治
氏
も
出
征
し
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）

年
、
緋
牛
内
で
没
し
、
駅
逓
業
務
は
長
男
の
正

雄
氏
が
継
ぎ
ま
し
た
。 

正
雄
氏
は
、
札
幌
農
学
校
真
駒
内
獣
医
学
校

を
卒
業
後
、
根
室
支
庁
に
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、

父
が
亡
く
な
っ
た
後
、
緋
牛
内
に
戻
り
駅
逓
取

扱
人
と
な
り
其
の
業
務
を
す
る
な
か
、
獣
医
の

資
格
を
生
か
し
家
畜
診
療
に
も
あ
た
り
ま
し
た
。 

駅
逓
時
代
に
つ
い
て
書
き
残
し
た
文
書
等
は

な
く
、
家
族
の
思
い
出
に
よ
る
も
の
し
か
知
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
端
野
小
史
「
端
野
の

夜
明
け
・
第
一
集
」
に
、
嘉
藤
治
氏
の
妻
ナ
ツ

さ
ん
が
斉
藤
正
気
氏
に
昔
話
と
し
て
、 

 

「
赤
い
行
の
う
（
郵
便
物
を
入
れ
て
運
ぶ
袋
）
に

郵
便
物
を
入
れ
て
、
馬
に
だ
ぐ
ら
（
物
を
運
ぶ
と
き

馬
の
背
中
に
つ
け
る
荷
鞍
）
を
つ
け
、
中
継
所
（
越

歳
駅
逓
と
端
野
駅
逓
の
中
間
に
あ
り
、
こ
れ
を
中
継

所
と
い
い
、
現
在
の
緋
牛
内 

亀
井
正
行
氏
宅
か
ら

約
一
㎞
ほ
ど
網
走
側
付
近
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
）
ま
で
運
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
よ
く

網
走
か
ら
囚
人
が
逃
げ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
、
ム
ロ

に
か
く
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
地
区
の
人

が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど
は
、
米
や
味
噌
な
ど
を
わ
け

て
あ
げ
た
も
の
だ
っ
た
」 

 

と
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
大
き
な
馬
小
屋

が
あ
り
、
八
頭
か
ら
一
〇
頭
ほ
ど
の
馬
が
お
り
、

使
用
人
も
三
、
四
人
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
、
網
走
線
（
池

田
・
網
走
間
の
鉄
道
）
が
完
成
し
、
端
野
に
停

車
場
、
緋
牛
内
に
簡
易
停
車
場
が
設
置
さ
れ
、

大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
一
〇
月
、
全
線
の
営

業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
年
、
端
野
市
街
に
「
無
集
配
端
野
郵
便

局
」
が
設
置
さ
れ
、
嘉
藤
治
氏
は
初
代
の
局
長

に
就
任
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
た
め
、
駅
逓
業
務
を
弟
の
正
氏
に
譲
り
、

正
雄
氏
は
駅
逓
付
属
地
（
緋
牛
内
市
街
地
）
で
、

運
輸
業
、
雑
貨
商
を
始
め
る
と
と
も
に
、
緋
牛

内
簡
易
停
車
場
の
普
通
駅
へ
の
昇
格
の
運
動
を

展
開
し
、
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）
年
、
緋
牛

内
駅
に
昇
格
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
正
雄
氏
は
駅
逓
付
属
地
の
緋
牛
内
市

街
地
を
開
放
し
、
開
拓
初
期
の
緋
牛
内
の
開
発

の
一
翼
を
担
い
、
ま
た
、
大
正
一
〇
年
四
月
一

日
、
野
付
牛
町
か
ら
端
野
村
が
分
村
し
た
年
か

ら
、
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
ま
で
の
間
、

端
野
村
村
会
議
員
と
し
て
、
村
の
振
興
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
駅
逓
は
、
大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年

二
月
、
三
〇
年
に
わ
た
る
歴
史
の
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。 

 

中
央
道
路
が
開
通
し
沿
線
に
駅
逓
が
設
け
ら

れ
、
こ
の
地
方
に
入
地
し
た
り
、
旅
を
す
る
人

た
ち
に
と
っ
て
、
駅
逓
が
果
た
し
た
役
割
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
か
つ
、
駅
逓
取
扱

人
は
地
域
の
世
話
役
で
あ
り
、
開
発
と
地
域
発

展
に
中
核
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
先
達
の
人

と
言
え
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
中 

誠 

 
 
 
 
 
 

（
裏
面
に
続
き
ま
す
） 

た
ん
の
小
史 

 
 

ふ
る
さ
と
端
野 
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二代目取扱人 斎藤嘉藤治氏一

家 
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